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高レベル廃液の高充填化ガラス固化体におけるイエローフェーズ（以下、「YP」という）発生抑制可能

なマトリックスの開発において、網目修飾成分が耐水性に与える影響を評価した。 
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1. 緒言 
本研究では高レベル廃液のガラス固化体への高充填化を目指し、高充填時に懸念される YP 発生を抑制

できるマトリックスの開発を行っている。これまでに、1.5≦SiO2/B2O3≦2.0(mol%比)の範囲で、Al2O3 濃度

を適切に設定することで、六ヶ所再処理工場のガラス固化体と同等の耐水性を維持しつつ MoO3 溶解度が

向上することが確認されている[1]。しかし、当該組成範囲において修飾酸化物が耐水性に与える影響につ

いては確認されていない。そこで本研究では簡素化したガラス組成によるサーベイ結果をもとに、実廃液

への適用性を検討するため実際を模擬した廃棄物固化ガラスを作製し、1 価金属比および 1 価金属と 2 価金

属比が耐水性に与える影響を評価した。 

2. 実験方法 
本研究のパラメータは Li2O/Na2O 比および(Li2O+Na2O)/(ZnO+CaO)比とし、SiO2/B2O3比は 1.75とした。

また、各組成に対して廃棄物充填率（Na2O 除く）を 12wt%、26wt%の 2 種類設定した（表 1）。 
耐水性評価に用いる模擬ガラスは、高レベル廃液を模擬した溶液由来の仮焼物とガラスカレットを秤量

し、それらを白金容器に入れ、電気炉にて所定の加熱条件（1200℃、2h）で加熱し、大気中で急冷するこ

とにより作製した。作製した模擬ガラスのガラス化状態については外観観察によって、耐水性については

PCT 試験および MCC-1 試験によって規格化浸出速度を求め、それぞれ評価した。 

表 1 模擬ガラスパラメータ

パラメータ(mol%)＼試料名 S300C12 S303C12 S306C12 S300C26 S303C26 S306C26 
SiO2/B2O3 1.75 
Li2O/Na2O 標準※ 2.7（↑） 標準※ 標準※ 1.0（↑） 標準※ 
(Li2O+Na2O)/(ZnO+CaO)  標準※ 標準※ 1.0（↓） 標準※ 標準※ 1.6（↓） 
廃棄物充填率（Na2O 除く） 4.3（12wt%） 10.4（26wt%） 

※六ヶ所再処理工場のガラス固化体組成準拠 

3. 結論 
評価の結果、Li2O/Na2O比の上昇および

(Li2O+Na2O)/(ZnO+CaO)比の減少によるガラ

ス化状態および浸出特性についての有意な差異

は見られず、Savannah River Laboratory(SRL)
におけるリファレンスガラス(SRL-EA)の規格

化浸出速度を下回っている（図1）。よって、こ

れらのガラスはいずれも良好な耐水性を有する

ことがわかった。今後、さらなる物性値の取得・

評価によりガラス組成範囲の最適化を行う。  
図１ PCT試験におけるB規格化浸出速度
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